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3）腎疾患

山形大学 高　橋　俊　文

　女性の ライフ ス タ イル の 変化 に よる挙児希望年

齢の 高齢化は，不妊症を増加させ るばか りで なく

高血圧 ，糖尿病，腎疾患 などの 内科的合併症 も増
加 させ る．腎疾患は臨床経過，組織像，原疾患の

有無に よ り急速進行性 腎炎症候群，慢性 腎炎症候

群，ネ フ ロ ーゼ症候群，IgA 腎症 ，ル ー
プ ス 腎炎

などに分類 される．従来，この よ うな腎疾患を有

する女性の妊娠は母児 と もに予 後不 良 で あ っ た

が ，最近の 腎疾患 に対す る治療 と周産期管理の 進
歩 に よ りその 予後 は改善 され つ つ ある． しか し，

現在で も妊娠 ・出産後に腎疾患が悪化 し蛋 白尿の

増加や高血圧 ， さ らに は透析や 腎移植を必要とす
る末期腎不全に移行する患者は少なか らず存在す
る ．妊娠が腎疾患に与える短期的 ・長期的な影響

は妊娠前の 腎機能障害 の 程 度 と相関する こ とか

ら
，

妊娠前に 腎機能を正確に評価する こ とが重要
で ある．すで に腎疾患 と診断され治療を受けて い

る挙児希望患者に対 して は，血清ク レ ア チ ニ ン値
や糸球体濾過量 （GFR ）に よ り腎機能障害 の 程度

を評価 し，疾患別 の 妊娠許可基準を参考に腎臓内

科医 と協議の上 t 妊娠が 腎疾患に与 えるリス ク と

腎疾患が 妊娠に与える リス クを十分 に説明する必

要がある．

　
一方，腎疾患は 自覚症状に乏し く挙児希望患者

の 中に はこ れ まで腎疾患の 診断 を受 けて い ない 者
も存在する と考え られる． 慢性腎臓病（CKD ）は，
上述 した腎疾患をすべ て 包括す る概念で，腎臓の

障害もし くは GFR 　60　ml ／min ／1．73　m2 未満の 腎機
能低下が 3 カ月以上持続する もの と定義される．
蛋白尿は腎障害の マ ーカーであ り，高血圧 は CKD
の リス ク因子であ る．挙児希望患者 に対して，検
尿 と血 圧測 定を行 うこ とで CKD の 早期発見が 可

能である．

4）肥満 ， 摂食障害

鹿児島大学　沖 利　通

■

　単なる体重増加や 多嚢胞性卵巣症候群 （PCOS ）
に よる肥満 ， 摂食障害 （神経性食欲不振症）を合

併する不妊例 は稀で はない ．肥満や摂食障害の 病

態 と不妊治療に つ い て述べ る．

　肥満合併不妊治療の ポイン トは 4 つ ある．不妊
治療 開始前に，  耐糖 能異常や高血圧 ，特に PCOS
で は子宮体癌などの合併症に対する診断 と治療
  妊娠前の 減量で産科的合併症を予防す る．治療
を開始 した ら，  各々 の 内分泌異常に合 っ た排卵

誘発 を行う，妊娠 ・出産後は，  代謝異常 ・心臓
血管系合併症の 予防に対する管理 を行 う．卵巣や
脂 肪細胞の 内分泌 因子 が 誘 導する GnRH 　pulse
generator の 分泌異常と，肥満に よる insulin抵抗
性亢進が起点 とな る insulin−IGF 系異常が PCOS
と同様なメ カ ニ ズ ム で排卵障害を起こす．肥満症

例 で は 5％ 程度の 体重減少で 排卵障害が改善 さ

れ，適切な薬物療法 の 選択で妊娠可能で ある．

　神経性 食欲不振症は
， 摂食中枢 の 機能異常や脂

肪細胞 由来の レプチ ン ・胃由来 の グ レ リ ン の 分泌
異常が 食行動異常 を，GnRH 分泌の 著 しい 低下が

無排卵 を起 こ す，抻経性食欲不振症は難治性の 精

神 障害 を合併する の で，精神科へ 紹介 し精神療法
を最優先させ る．食事療法を受容可能にな っ た ら

体重回復 を進め，体重がある程度（元体重の 90％，
ある い は 43kg）回復 しない 限 り， 不妊治療は原則
として 開始 しない 。体重回復で約 50％ は排卵が回

復す るが，回復しな い 場合は，積極的に排卵 を起
こ し不妊治療を行う．

　両者 とも体重回復が治療の原則で あるが ， それ

ぞれの 病態に合わせ た栄養管理や不妊治療だけで

な く，神経性食欲不振症で は，不妊治療中か ら出

産後 まで 精神科医 との 連携が必須であ る．
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